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～学会誌は電子版のみで刊行します～ 
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1. 投稿資格：投稿論文の筆頭者ならびに責任著者が本学会の会員であることを原則とする。本原則に沿わな
い場合には組上がり 1 頁あたり 3 万円の掲載料を求める。ただし、本学会から特別に依頼する論文につい
ては入会や掲載料を求めない。 

2. 論文の区分：原著、総説、解説、症例報告、短報、資料、レター、活動報告、その他（ケアの工夫、書評、
学会記録ほか）を主とする。最終的な区分を学会編集委員会で決定する場合もある。 

3. 内容と採否：原稿は和文とする（英文の場合には別に相談する）。内容は本学会の主旨に即しており、オ
リジナルである必要がある。他誌からの再掲や他誌への投稿中の原稿は受け付けない。内容や文字数等に
ついて学会から指示のある場合にはその指示に従う。また、掲載にあたっては、依頼論文と活動報告を除いて、
査読者による審査を受け、編集委員会で掲載の可否を判定する。 

4. 倫理：国の定めた倫理指針（文部科学省、厚生労働省）を遵守し、施設の倫理審査委員会での承認を受け
た場合にはそれを明記する。倫理的に問題があると判断される場合には掲載されない。 

5. 利益相反：利益相反について文末に明記する。利益相反に問題があると判断される場合には掲載されない。
また、別に定める利益相反申告書も投稿時に提出する。 

6. 著者：全著者をタイトルページ（表題ページ）に明記する。責任著者を明示する。責任著者は論文の掲載
過程に関わる連絡担当者となり、全著者を代表して当該論文の責任を負う。 

7. その他：掲載された論文の著作権は日本糖尿病インフォマティクス学会に帰属する。別冊は PDF で送付
する。 

8. 原稿の送付先：日本糖尿病インフォマティクス学会編集委員会出版部（edit@uys.jp）に送付する。 
 

― 執筆要領 ― 

1. 原稿は A4 サイズの横書きとし、原則として Microsoft 社の Word を使用し、標準的なフォント（MS 明
朝、Times）にて作成する。欄外右上にページを明記する。表がある場合には Microsoft 社の Excel を用
いて作成してよい。図がある場合には、編集可能なオリジナルデータを Microsoft 社の Power Point を用
いて別に作成する。 

2. 原稿の構成：表題ページ（論文の区分、表題、著者名、所属、Corresponding Author とその所属、所在
地、電子メールアドレス）、和文抄録、キーワード、英文抄録（英表記された表題、著者情報、キーワー
ドを含む）、本文とする。本文は、緒言、方法、結果、考察、結語、利益相反、謝辞、文献リスト、表、
図の説明の順に記載することを原則とする。英文抄録は可能な限りで付ける（原著や短報以外では必須で
はない）。この原則は、論文の区分によって変更できる；例えば、短報では結果と考察をまとめてよい。 

3. 文字数：原著・総説・解説の目安は 3,000～15,000 字、症例報告は 2,000～6,000 字、短報・資料は 1,000
～5,000 字、レター・活動報告ほかは 500～5,000 字とする。 

4. キーワード：5 語以内とする。 
5. 表記の原則： 

a) 文献の引用では右肩に番号を振り、引用の順に 1 から番号を当てる（例；１））。 
b) 略語は初出時に正式名を記した後に（ ）内に示す。周知の略語でもこの原則に従う。 
c) 度量衡の単位に関しては SI 単位の使用が望ましい。 
d) 細菌名、遺伝子記号はイタリック体で表記する。 
e) 文献の形式は、生物医学雑誌に関する統一規定（改訂第 5 版）Uniform Requirements for 
Manuscripts Submitted to Biomedical Journals（いわゆる‘ Vancouver ’ style）に準じ、雑誌名の略記は医
学中央雑誌収載誌目録略名表および Index Medicus に従う。著者が 3 名以下の場合には全員を記載し、4 名以
上の場合には初めの 3 名を挙げて以下を“その他”ないしは“et al”とする。 
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